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日頃から、様々な青年少年の活動に携わらせて

いただいています。その多くは幟町教会を会場と

して行わせてもらっているので、簡単ではあります

が活動を紹介したいと思います。 

 

まず、小教区レベルでは、「教会学校」、特に中

高生会があります。これは、ほぼ毎週のミサ後にそ

の日の「聖書と典礼」を用いて 1 時間程度の分か

ち合いをしています。また、月に一度お楽しみを

兼ねてお泊り会をやっています。教会や同世代の

信仰の仲間に親しんでもらうのが目的です。 

また、地区レベルでは「広島地区青年会」の会

場として幟町教会を利用することがあります。現在、

信徒の皆さまから、いわゆる青年達と認識されて

いる人たちの半数は厳密に言えば幟町に籍を置

いていない近隣の小教区の青年達であり、言い換

えると広島地区の青年達と言うことができます。 

教区レベルで言えば、「広島教区中国ブロック

高校生大会」(中ブロ)のミーティングや合宿の開催

なども挙げられます。中ブロはご存じの方も多いと

思われますが毎年 3 月に 3 泊 4 日で行われる中

高生の合宿です。今年で 52 回を迎えます。52 回

続く青少年のイベントがあることだけでも、そこに神

様の働きを感じますし、他教区にはない広島教区

の宝と言っていいでしょう。 

ラサール会館の一階にある、「広島教区青少年

情報センター」(情報センター)についても触れな

いわけにはいきません。情報センターは月～水曜

日の午後６時～９時に開館しています。教区の職

員として幟町教会信徒の中塚汐音と益田なおが

勤務しています。情報センターの主な役割は青少

年の行事の情報提供、行事自体の企画・運営が

挙げられます。年に一度開催される「教区青年大

会」などは、ここがリーダーシップをとっています。

また、部屋自体が青年達のたまり場にもなっていま

す。 

 

幟町教会は司教座聖堂ですし、このように様々

な活動が集中する場所です。そこで生活している

私が担当者だから、と言うことも考えられますが一

番の理由は使いやすさでしょう。しかしそれは、単

なる利便性と言うことだけでなく、主任司祭をはじ

めとする信徒の皆さまお一人お一人の「青年たち、

どうぞ、いらっしゃい！」という懐の深いホスピタリテ

ィに拠るものでしょう。 

青年達が集まるとやかましいです。青年達が集

まると汚れます。青年達はわがもの顔で時には挨

拶もせず、ふんぞり返っていたりもします。 それら

を忍耐し、寛容に許し、時に厳しく注意しながら何
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とか受けいれて育ててくださっていること、感謝い

たします。今後とも青年たちの活動に対するご理

解とお祈りを頂けたらと思います。私も皆さまの姿

に習い、そのように教会に育てていただいた者とし

て、同じようにしてあげたい。しなければと肝に銘じ

ながら関わっていこうと思っています。                        

 

 

 

不思議な神のみ手に導かれて 

吉島地区 KM 

 

「あの日のことは今でもはっきり覚えていま

す」松尾さんは昭和 20 年 8 月 6 日のことを振り

返る。昭和 13 年に下関で生まれ、幼いころに

父親を亡くした松尾さんは当時、小学校二年生

で母親とともに横川に住んでいた。被爆で母親

と恩師も友人もすべて失った。その後、母親の

実家の中深川に引き取られ、中学校卒業まで

そこで過ごした。被爆したことで、いじめも受け

たが、祖母がいつもかばってくれた。また、すべ

てを奪ったアメリカにも強い憎しみを抱いてい

た。松尾さんはそのことで英語の授業を受けな

かったという。 

その後、早く自立し

たかった松尾さん

は、広島駅の近くの

理髪店で住み込みの

仕事を始めた。早朝

から夜遅くまで休む 

間もなく働いた。「とてもつらい日々だっ

た」そう振り返る。 

そんな中、早朝の散歩が唯一の安らぎだっ

た。道の途中に教会があり、その前で時折、

ロザリオを持った外国人神父に出会うが、

ある日、その神父が「ドイツ人だよ」と話

しかけてきた。後で思えばアメリカ人に対

する憤りで「よほど恐ろしい顔をしていた

のだろう」と苦笑した。それが縁で教会へ

行き初め、シスターたちや信者たちとの交

わりを持った。そこでは聖書の話や手芸な

どを通して、少しずつ疲れ切った心に喜び

が湧き始めた。「本当に楽しい時間でした」

そう述懐する。 

その後、夫と出会い吉島に理髪店を構え二

人三脚で営んできた。夫との話のやり取り

が楽しいとわざわざ吉島の店まで神父様が

来てくださった」と笑う。その夫も平成 22

年に受洗し、その5年後に帰天した。「振り

返れば不思議な神のみ手に導かれていたと

しか思えないのです」と話す松尾さんの顔

には穏やかな微笑みがあった。（聞き取りK） 

教会に集い活動する方々に、思いや活動の状

況などを語ってもらいます 

大西助祭 司祭叙階式 

日時：3月 21日（水・祝）13：00から 
場所：カトリック山口教会 
山口サビエル記念聖堂 
山口市亀山町4－1 TEL083－920－1549 
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Santo Niño 
（サント・ニーニョ） 
幼きイエス・キリストの集い 

ミサ後に行われた持ち寄りパーティーでは、フ
ィリピンとベトナムの方々の踊りと歌が披露さ
れ、アップテンポの曲にのせられ、急遽踊りに加
わるなど盛り上がりました。 
パーティーに慣れているからか、お料理上手な

若い方が多いのに感心しました。持ち寄られたお
料理もすぐになくなり楽しい時間はあっという間
に過ぎました。 

参考：Santo Niño（幼きイエス・キリ
スト）の祭りの歴史 
大航海時代にマゼランがセブに到達
したとき、島の王に同盟を記念して渡
したものがキリストの幼少の像「サン
ト・ニーニョ」です。約 300年にわた
るスペインの植民地支配の名残でも
あると共に、永きに渡りフィリピンの
人々のカトリック信仰の中心とも言
えるお祭りでもあります。 

1月 21日は、サント・ニーニョを祝い、フ
ィリピン人の家庭にあるイエス様の像が持ち
寄られ、一緒にミサが行われました。 
ミサの中で、外国人の日本の中での生活も

紹介されました。ベトナムの方「日本語をう
まく話すことができず、職場や周りの人にう
まく気持ちを伝えることができず苦労してい
ますが、教会に救われています。ベトナム語
のミサで、母国語で聖歌を歌うことができる
ことが喜びです」と話されました。 

フィリピンの方は「私たちは、日本の皆さんよ
りも、大きな声で話し、大きな声で笑います。し
かし、家族への仕送りや、職場や家庭での言葉の
壁や文化の違いなど、笑顔の陰で苦労していま
す。そうした中で、教会や信仰が支えとなってい
ます。教会で一人、また一人と知り合いが増える
ことが喜びとなっています。」と話されました。 
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編集後記  
今年の冬の寒さは記録的ですね。そんな

寒さに負けないように時間が取れたら屋外スポ
ーツを楽しんでいます。 
そして、我が家の食卓は鍋料理の回数が昨年よ
り増えています。 
「動いて、食べて、よく眠る！」で、もう少し
頑張りましょう。待ち遠しい春は、そこまで来
てますよ。（な） 

<四旬節 プログラム> 
 

皆さん、まもなくご復活の準備が始まります。 

普段よりも祈りに時間をかけ、たびたびミサに
与って神様に近づきましょう。 
 
世界の困っている人々を思い、毎日の生活の中
から何かを犠牲にして、助けの手を差しのべま
しょう。 
 
■灰の水曜日 2月 14日（水）大斎・小斎 
 ミサと灰の式 （地下聖堂） 

7:00、 10:00、 19:00 
 
■十字架の道行 四旬節中、毎金曜日  
 10:00ミサ後、19:00 
 2/16、2/23、3/2、3/9、3/16、3/23 
 
■2月 18日（日）９時半ミサ中  
洗礼志願式（代父母同伴） 

 
■四旬節黙想会  
【指導：アント神父（イエズス会）エリザベト
音大講師】 
・3月 10日（土）ミサ 18:00～（地下聖堂） 
第一講話 19:00～20:00（地下聖堂）   

 

・３月 11日（日） 
 ゆるしの秘跡  8:45～9:15 
 ミサ 9:30～ （大聖堂） 
 第二講話 11:00～12:00（大聖堂） 
 第三講話 13:00～14:00（マリアホール） 
 
■英語による黙想会 【指導：Ｓｒ．メリー】 
・３月１８日（日）話と黙想 13:30～14:30（地
下聖堂） 
ミサ 14:30 
 話とゆるしの秘跡 15:30～16:30 
■ゆるしの秘跡   
 3月 24日（土）、26日（月）、27日（火）、
28日（水） 
 14:00～16:00、 16:00～18:00 
■聖ヨセフ（祭日） ３月19日（月） 
 

 
カトリック幟町教会 
 

〒730-0016  広島市中区幟町4番42号 
電話     082-221-0621 
ファクス   082-221-8486 
ホームページ http://noboricho.catholic.hiroshima.jp 
 
東広島教会 
 
〒東広島市高屋高美が丘5-5-1 
電話 082-439-0520 

ミサの時間 
日曜日 7:30、9:30、14:30～（英語） 
第1日曜日 16:00（ポルトガル語） 
第3日曜日 11:00（ベトナム語） 
月の最後の日曜日 17:00（スペイン語） 
平日 7:00  金曜日 7:00、10:00 
土曜日7:00、18:00（主日） 
 
東広島教会 
日曜日 9:00 

主任司祭 ヴィタリ・ドメニコ 神父（イエズス会） 
助任司祭 服部大介 神父（教区司祭）  協力司祭 ベッラ・アルベルト 神父（ミラノ外国宣教会） 

大西 勇史 助祭（教区助祭）  シスター 小野島照子（援助修道会） 


